
公益財団法人室蘭テクノセンター　
　室蘭テクノセンターは、若年労働力の不足による人材確保難を背景に、室蘭地域ものづくり中小企業（みなし大手企業含む）の「現場」における成長力強化を支援するため、(一社)ものづくり改善ネットワークの協力により「ものづくり改善インストラクター」を講師として招聘し、生産効率を高める「よい設計」と「よい流れ」を作る現場改善の知識や手法などを学ぶ「ものづくり現場改善塾」を開催します。ぜひ、ご参加ください。

１．「ものづくり現場改善塾」カリキュラム 
受講時間：講義は全て 13:30 ～ 17:00 開催
受講会場：室蘭テクノセンター 2F「研修室」
	テ ー マ
	回 数
	日 程
	内 容
	講 師

	ものづくりとは？
（総論）
	第1講
	7月  3日(月)
	ものづくりの基礎概念／よい流れづくり／競争力／プロセス分析
	伊藤 雄三　インストラクター

（インテグリス・ジャパン株式会社 OB）

	コストと生産性

（C:コスト）
	第2講
	7月10日(月)
	作業分析／標準作業時間／作業管理とムダとり／IE
	浅野 邦明　インストラクター
（日産自動車株式会社 OB）

	リードタイムの短縮

（D:デリバリー）
	第3講
	7月1８日(火)
	納期・工程・在庫管理
	堀井　 求　インストラクター
（キヤノン株式会社 OB）

	品質管理／不良削減

（Q:クオリティー）
	第4講
	7月24日(月)
	QC7つ道具／5S
	井本 達美　インストラクター

（富士ゼロックス株式会社 OB）

	ものと情報の流れ図

（手法）
	第5講
	7月31日(月)
	ものと情報の流れ図の作り方と課題発見
	国谷 晃雄　インストラクター
（キヤノン株式会社 OB）


２．対象者 
　室蘭地域のものづくり中小企業（みなし大手企業含む）の経営者ないし従業員の方
３．募集期間 
　平成29年6月5日（月曜日）から平成29年6月23日（金曜日）まで
４．定員 
　20名（申込者数が定員を超えた場合は、1社あたりの参加者数を制限させていただく可能性があります。
また、５講座全てに参加いただける方を優先させていただきます。）

５．受講料 
1名あたり5,400円（消費税込）

※テキスト（「ものづくり改善入門」監修：藤本 隆宏、編：ＭＫＮ（定価2,400円＋税））代含む
６．受講料入金口座 
口座名義：公益財団法人室蘭テクノセンター　理事長　栗林 和徳

（読み仮名 ザイ）ムロランテクノセンター ）

口座番号：北洋銀行 室蘭中央支店 普通 ３３７９４５８
※ 受講申込受付完了のご連絡後に、お振り込みください。
また、振込手数料は各自ご負担ください。
７．お申し込み・お問い合わせ先 
　公益財団法人室蘭テクノセンター（小川、堀井）

電話：0143-45-1188／FAX：0143-45-6636／E-mail：techno@murotech.or.jp

８．お申し込み方法 
　　下記「ものづくり現場改善塾受講申込書」に必要な事項を記入のうえ、上記お申し込み先までE-mailもしくはFAXにてご連絡ください。
公益財団法人室蘭テクノセンター　企業支援課　行
「ものづくり現場改善塾」受講申込書
	会社名
	
	従業員数
	人

	住　所
	
	ＴＥＬ

ＦＡＸ
	

	会社の業態

主な製造品 等
	

	フリガナ

受講者名（1）
	
	年 齢
	 歳

	部署･役職
	
	勤続年数
	年　　ヶ月

	メールアドレス
	

	主な業務
	

	受講者への

ご質問
	Q.本塾において、どの様なことを学びたいですか？



	フリガナ

受講者名（2）
	
	年 齢
	 歳

	部署･役職
	
	勤続年数
	年　　ヶ月

	メールアドレス
	

	主な業務
	

	受講者への

ご質問
	Q.本塾において、どの様なことを学びたいですか？




※ 枠に収まらない場合は、適宜拡げてください。また、受講者を3名以上申し込みたい場合は、
適宜ページ数を増やしてください。
※ ご提供いただいた情報は、「ものづくり現場改善塾」運営以外の目的には使用いたしません。

「ものづくり現場改善塾」講師紹介

第１講　ものづくりとは？

（ものづくりの基礎概念／よい流れづくり／競争力／プロセス分析）

伊 藤　雄 三 （いとう ゆうぞう） 氏

山形大学大学院ものづくり技術経営学専攻（MOT）修士。米国系精密フィルターメーカーの米沢工場設立から日本法人の管理統括を代表取締役工場長として30年以上勤務。製造部門の管理から管理会計、人事を含む経営全般、工場全体のマネジメント、とくにLean生産の実践を行う。ものづくりシニア塾1期生。現在、企業の経営アドバイザー、コンサルティングを行う傍ら各地の地域スクールの講師を務める。

----------------------------------------------------------------------------

第２講　コストと生産性

（作業分析／標準作業時間／作業管理とムダ除去／IE）

浅 野　邦 明 （あさの くにあき） 氏

日産自動車(株)の工場で、IE技術を機軸に標準時間設定・能率管理、改善及び原価・VA等の業務に従事。製造現場だけでなく、購買分野にも活動範囲を広げ、国内のみならず海外のサプライヤー体質改善活動・部品原価低減活動、海外拠点の研修生に対する教育なども実施してきた。2005年 東京大学ものづくりインストラクター養成スクールを1期生として修了。現在は群馬、延岡、福井等でものづくり改善インストラクタースクールなどの講師を勤める他、中小企業の改善に従事。

----------------------------------------------------------------------------

第３講　リードタイムの短縮

（納期・工程・在庫管理）

堀 井　　 求 （ほりい もとむ） 氏

キヤノン(株)生産調査部で「ムダ取り改善活動」指導。東京大学ものづくりインストラクター養成スクール第2期修了。現在、ものづくりにおける「よどみのない流れづくり」をモットーに中小企業の現場改善、工場体質強化活動を支援中。長岡ものづくり現場改善インストラクター養成スクール、いばらき生産性向上人材育成スクール、東京都生産性革新スクール等の講師を務めている。

----------------------------------------------------------------------------

第４講　品質管理／不良削減

（QC7つ道具／5S）

井 本　達 美 （いのもと たつみ） 氏

東洋運搬機(株)、富士ゼロックス(株)において生産技術や治具・設備設計等に従事。新入社員および社内教育コースで機械加工実践教育を主催。東京大学ものづくりインストラクター養成スクール第2期修了。 2012年富士ゼロックス(株)定年退職後、2016年まで再雇用、後進の指導に当たる。現在、東京都生産性革新スクールの講師、現場実習指導を担当。
----------------------------------------------------------------------------

第５講　ものと情報の流れ図

（ものと情報の流れ図の作り方と課題発見）

国 谷　晃 雄 （くにや あきお） 氏

キヤノン(株)で取手工場生産技術部長として生産技術面の基礎作りを推進。阿見工場にてキヤノンの生産革新導入の基礎作りを行った。その後中国、珠海キヤノン事務機工場長を務めた。東京大学ものづくりインストラクター養成スクール（1期生）を修了し、現在は国内外で工場革新活動を指導する。茨城県中小企業振興公社のテクノインストラクター、群馬ものづくり改善インストラクタースクール講師、長岡ものづくりインストラクター養成スクール講師。
「ものづくり現場改善塾」受講生募集のご案内





※「ものづくり改善インストラクター」とは


ものづくり改善インストラクターは、大手メーカーの現場経験豊富なOB人材が 東京大学 藤本 隆宏 教授 から東京大学


　ものづくりインストラクター®養成スクール、ものづくりシニア塾で直接指導を受け、全国のものづくりスクールで活躍中の


専門家です。


日本の製造現場は、大手自動車メーカーの組立工場でさえ付加価値を生み出している時間の割合は50%以下、ほとんどの


製造現場では5～10%程度と言われています。


現場改善活動は、現状の気が付かないムダを「見える化」し、経営者と現場が一緒に認識することから始まります。付加価値を生み出す現場の「伸びしろ」を明確にし、「よい流れづくり」をすることで、生産性を向上させ、製造現場の隠れた利益を探し出しましょう！








